
東日本大震災復興支援チャリティ ー コ ンサ ー ト

明日 へ の祈り v｡. . 6

東日本大震災か ら 6 年 ｡ 震災 を語り継ぐ活動を して い る Ⅵ v o
2

による 明日 へ の 活力

となる ような心 あたた まる詩 の朗読と音楽の ひ とときをお送 り します ｡
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: 上島 奈津子

: 岩城 美和( ソプラノ)

牛坂 洋美(メ ゾソプ ラノ ･ イ タ リア在住)

フ ル
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ト : 千葉 展子

ピ ア ノ : 船山 育恵

特別出演

遠藤征 二 (東京都在住作曲家 ･ ピア ニ ス ト)

｢伝えて い こう｣ プ ロ ジ ェ ク トメ ン バ ー
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ハ バ ネラ ( ビゼ ー ) / 即興 曲第 3 番 ( シ ョ パ ン)
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2 0 1 7 年 3 月 2 0 日(月)

午後 1 時3 0 分開演 (開場 : 午後 1 時)

会場 太白区文化セ ンタ ー 地下 1 階 展示ホ ー ル

( 地下鉄南北線長町駅 南 1 出 口)

入場無料ですが入場整理券が必要です｡

チケ ッ ト ヤ マ ハ ミ ュ
ー ジ ッ ク 仙台店 ･ カ ワイ仙台シ ョ ッ プ
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会場に募金箱を設置｡ 寄付頂 い たお金 は ､ みやぎび っ きの 会 ｢ び っ き こ ども基金｣ を通 し､ 東 日本大震災で被

災 した東北 3 県 (岩手県 ･ 宮城県 ･ 福 島県) の 子 どもたちの 支援の ためと ともに ､ チャ リテ ィ
ー コ ンサ ー ト ｢ 明

日 へ の祈り｣ 継続 開催 の た めに使わせて頂きます｡
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( ヴィ ー ヴオ ヴィ ー ヴオ) チケ ッ ト予約 ･ 問い合わせ : 0 9 0 ･

5 5 9 3
･

7 3 8 1 (高橋)
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般社団法人みやぎび っ きの会 こ ～ ぷ ほ っ とわ ～ く助成金
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エコ工山たい旧:く株式会社



明日 へ の祈り Ⅵ)1 .6 に つ い て

｢ 明 日 へ の祈り｣ は ､ 2 0 1 1 年 3 月 1 1 日 の東 日本大震災後 ｢ こ こ ろ温ま る ひ ととき を｣ と ､ V i v o

2

メ ン バ ー ( 代表 : 岩城美和) に より始まり ､ そ の 後 ､ 多く の ア
ー テ ィ ス トの ご協力を頂き ､ 朗読

と演奏を続けて きま した｡

昨年か らは自主公演と して 開催 ｡ 今回は ､ 昨年に続き船山育恵さん ( ピア ノ) ､ 千葉展 子 さん ( フ

ル
ー

ト) に加 え､ 上島奈津子さん (俳優) ､ イタ リア ミ ラノ在住の 牛坂洋美さん( メ ゾソプラノ ･ 仙

台市出身) ､ 復興支援ソ ン グの ご縁で知 り合 っ た東京在住の作曲家 ･ ピア ニ ス トで 『伝えて い こ う』

プ ロ ジ ェ ク トメ ン バ
ー

の 遠藤征 二 さん をお迎 え し開催する こ ととなりま した｡

入場 は無料ですが入場整理券が必要 です｡ 希望 の 方 は下記 へ 申 し込みく ださ い ｡

また ､ 会場 に募金箱を設置 い た します ｡ 寄付頂 い た お金 は ｢び っ き こ ども基金｣ をとお して ､

東 日本大震災で被災 した東北 3 県 (岩手県 ･ 宮城県 ･ 福島県) の 子 どもた ち へ の 支援とともに ､

チ ャ リテ ィ
ー コ ンサ ー ト ｢ 明 日 へ の 祈り｣ 継続開催の ために使わせ て頂きます ｡

チ ケ ッ ト予約
･ 問い 合せ : 0 9 0 -

5 5 9 3
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7 3 8 1 高橋

明日 へ の 祈り V bl . 5 より

〔ま
皆轄からお驚かlし.た苛イ寸金は
ぴっきこども養生を通じて

こどもたちの支掘に使 われ てます ｡

建プ売時なご主席をお軽い 払｣ 圭す=

遠藤征二 ‥ 作曲家 ･ ピア ニ ス ト 牛坂洋美 ‥ メ ゾソプ ラノ

みやぎ び っ き の 会とは

｢ び っ き｣ とは ､ 宮城弁 で ｢カ エ ル｣ の こ とです｡

ふ るさと に ｢ 帰る｣ ､ 恩 を ｢ 返す｣ ､ 元 の 姿に ｢ 還る｣
･ ･ 地元 の オタ マ ジ ャ ク シ た ちを

育て ようと い っ た 思い を込 め て ｢ ふ るさとの 恩返 しが したい ! ｣ と宮城県ゆか り の ア

ー

テ ィ ス ト達で ｢ みや ぎび っ き の会｣ をつ くりま した｡

みや ぎび っ き の会は ｢I)r e a m C h a i n ｣ と い うチ ャ リテ ィ
ー ･ コ ン サ ー トを､

2 0 0 5 年

か ら宮城県 内で 開催 して い ます｡
こ こ で得た収益金 は ､ 宮城県内の 小 ･ 中学校の 吹奏

楽器リ ペ ア ( 修理代) と して支援して まい りま した ｡

2 0 1 1 年 3 月 1 1 日 ､ 東北､ 北関東 を襲 っ た東 日本大震災を機 に ､ 我 々 の 出来 るこ と ､

す る べ き こ とは何か メ ン バ ー

で様 々 な協議 を重ねた結果 ､ やはり ､ 子 どもたちの 力 に

なる こ とが
､
び っ きの 会の 使命で はない か と考えま した｡

住む家や生活の 基盤はもちろん の こ と ､
父 親､
母親 ､

一

家の働き手 を失 っ て しま っ た

子 どもたちが夢をあきらめる こ との ない ように ､

一 時的に では なく ､ 長期的に援助 し

て い く べ く ｢ び っ き こ ども基金｣ を設立い た しま した｡ ｢ び っ きこ ども基金｣ は ､ 音楽

を通 じて 被災地 に元気 を届 け､ 子 どもたちの 夢を応援 して ま いります｡

みや ぎび っ きの 会< ホ ー ム ペ ー ジ > h tt p :〟bik ki fu n d . n et/




